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経緯と狙いについて
（政策の自分ごと化を広く進めていくために）



経緯と本年度の取組
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 2023年度より、デジ田交付金TYPE2/3の交付
団体に対し、Well-Being指標（WB指標）に基
づく地域の課題抽出作業を推奨し、現在、150以
上の自治体が取組を実施しています。

 地域の強みや課題について、WB指標を活用した
ワークショップ等を開催。重要な政策分野はどこか、
市民とともに認識の共有を進めており、R6.10月か
らはファシリテーターの派遣事業も開始しています。

 WB指標分析を経て浮き彫りとなった課題に対し、
関連する施策群を俯瞰し、重視すべき施策と相
互に影響を及ぼす施策を検証します。

 デジタル基盤を共用した行政サービスのDX事業の
ため、部局横断的な協働と市民の参画を促します。

「ロジックツリー作りを通じた、
重要となる施策及び関連施策の特定」

「Well-Being指標の分析を通じた
重要となる課題分野の特定」

部局を越えた共通認識に！
市民との協働のきっかけに！



取組の概要
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【リファレンスロジックツリー（医療・介護分野）】

 「リファレンス・ロジックツリー」と「指標カタログ」、及びこれらを作成・活用するための「活用ガイド」を提供します。
 各自治体では、これを作業用のたたき台として活用しながら、まずは第５水準に対象分野に関係する施策を、
特定の部局の施策に限らずあてはめ、第１～３水準の仮説との間の行き来を繰り返しつつ、徐々にツリーに記
載すべき重要な施策を絞り込んでください。その上で、ツリーが記載している施策分野を再度確認し、左右の関
係を整えれば、ロジックツリー第一案の完成です。

 こうした作業を通じ、各分野において特に重点的に取り組むべき取組、及びそれを支える関連施策との相乗効
果について、部局横断的に関係者間で認識を共有し、今後のDX施策の推進の羅針盤としてください。

指標カタログ抜粋（医療・介護分野）】

階
層
名

項目
解説

指標
の種
類

指標 推
奨 出典 補足説明（推

奨理由）

第
１
水
準

地域に
おける
医療・
介護環
境の改
善

医療・介
護の観点
から、市
民および
従事者ら
の地域生
活の質を
高めるこ
とを検討
する

主観 私は、身体的に健康な
状態である ◎ LWCI 主観指標 

地域における
生活の質を向
上させる観点
から、これら
主観が満たさ
れる状態を目
指すことを推
奨しています。

主観 私は、精神的に健康な
状態である ◎ LWCI 主観指標 

客観 人口あたり国保医療費 
(-) ◎

LWCI 暮らしやす
さ客観指標 市区
町村版 地域における

生活の質を持
続的に維持・
向上させるた
め重要と考え
られる指標を
推奨していま
す。

客観 人口あたり後期高齢者
医療費 (-)

LWCI 暮らしやす
さ客観指標 市区
町村版

客観 非難・救助（自然災
害）

LWCI 暮らしやす
さ客観指標 市区
町村版



 ロジックツリー作りを通じて、立場が異なる多様な関係者が自らの考えを積極的に共有し、他者の意見にも耳を傾け、
意思疎通を図ることで共創を生みだすことを目的としています。また、この共創のプロセスへの参画が関係者各自の
Well-beingを高めることに寄与し、また、その結果生み出された施策の成果により、市民全体のWell-beingが高め
られるという循環構造を生み出したいと考えています。

 同時に、行政内部では、部門を跨いだ議論と認識の共有を図り、デジタルだけが一人歩きしない、部局横断的に暮
らしの改善を生み出す取組の土台を構築。これにより、効果的な政策・施策の見落としを防ぎ、データに基づく分析を
進めることで、成熟度の高い政策サイクルの実現を目指していきたいと考えています。

 更に、ロジックツリーのたたき台ができあがってきた段階では、この検討の輪に、ワークショップなどを通じ、市民（民間事
業者等）にも直接参画してもらい、官民を跨いで、一人一人に、重要な取組の「自分ごと化*」を促していただければ
理想的です。ロジックツリーは、自治体が取り組む政策・施策が市民のWell-being向上につながるという、明瞭な政
策ストーリーとなっていきます。

狙い：部局と官民の壁を越えた認識の共有と取組の実践により、Well-beingを高める循環構造を生みだす

5

市民（民間事業者等）
も参画して社会実装へ

出所：慶応大学井上先生の資料を基にデジタル庁で作成

*自分ごと化：市民が自らの生活や関心に関連づけて考えられている状態
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活用ガイド その１
ロジックツリーとは



ゴールに向けた複雑な問題を分割・細分化

事業が課題解決にもたらすインパクト

【ロジックツリー・イメージ】

ロジックツリーとは

7

（※）ロジックツリーの説明は、どのサイトを
とっても大きくは変わりませんが、このあたりの
サイトが参照しやすいかもしれません。

【ロジックツリー】具体例を交えて作
り方と注意点を徹底解説！ | ロジック
ワークスの論理教室 
(logicworks.co.jp)

世界一分かりやすいロジカルシンキン
グ講座➂ 【ロジックツリー】
(youtube.com)

 ロジックツリーとは、問題解決や意思決定を行う際、その思考過程を構造的に見える化する手法です。複雑
な問題をより扱いやすいサイズに分割・細分化し、解決策や行動計画を段階的に検討する際の有用な思考
ツールです。
 各施策に関し、関係部局間や、市民(事業者等)との間で、最終的な施策のゴールと関連する諸施策との関係について

共通理解を醸成し、それぞれが納得して実現に向け取り組むこと（自分ごと化）を行いやすくするのが狙いです。
 各施策に関し、課題解決に与えるインパクトをKPIとして適切に設定することで、ゴール達成に向けてよりインパクトの大き
い取組の特定や部局を越えた取組間の相乗効果などを明らかにしします。また、各取組の貢献度や効果検証を行うた
めにも有効なツールとなります。

 通常のロジックツリーづくりでは、左から右に分割・細分化する方の流れを重視しますが、ここでは、右側に記載した具体
的な事業が左側の課題に対してどのように関係・貢献していくか、右から左への流れも同様に重視します。

＜課題＞ ＜どのように解決するか＞

https://wisdom.logicworks.co.jp/logic-tree/
https://wisdom.logicworks.co.jp/logic-tree/
https://wisdom.logicworks.co.jp/logic-tree/
https://www.youtube.com/watch?v=AJEBJldPNwY
https://www.youtube.com/watch?v=AJEBJldPNwY
https://www.youtube.com/watch?v=AJEBJldPNwY
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活用ガイド その２
具体的な作業の手順



ロジックツリーの5階層
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第１水準：政策分野

第２水準：施策群のゴール

第３水準：各施策群のアウトカム

第４水準：各施策のアウトプット

第５水準：個別施策

→ ツリーがテーマとする政策分野
討議の上、Scopeを狭める選択肢もあり。

→ 政策分野として達成すべきゴール
市民目線で効果の見えるレベルに効果を集約

→ 各施策の結果として目指す街の変化
分野横断的にインパクトの相互関係を明確化

→ 各施策を通じた、市民の体験の変化
各施策の直接的なアウトプット

→ 各個別施策・取組
議論をしながら重要な施策/取組に絞り込み
民主導の取組、これから行う取組も取り込み可

【５水準の階層定義】

 ロジックツリーは、要素間の論理的関係を整理をしていく思考ツールであり、抜け漏れのない正解を目指すことより、
複数の関係者とブレスト*をしながらツリーを作りあげるプロセス自体に意味を求めるものです。このため、各自治体
においては、「リファレンス・ロジックツリー」と「活用ガイド」を参考にツリーを作成、熟議してください。

 ロジックツリーの階層構造の定義については、以下のように設定しています。作業の途中で、第6水準を作りたくな
る場合がありますが、最終的には、この5つに収斂していただくと良いと思います。



ロジックツリーの骨格②
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 WB指標による地域特性分析の後、重要政策分野を特定する。【ロジックツリー全体のテーマ選定】
※重要政策分野（テーマ）に対応するリファレンス・ロジックツリーを参照

 当該分野に関連する施策をピックアップし第５水準に仮置きする【関連施策や取組を特定】
※部局横断的に関連しうる施策を幅広くピックアップ。施策の粒度を整理。

 リファレンスロジックツリーの第１～３水準に、選定した第５水準の各事業を仮に当てはめ、つながりを検討。この
段階で整合しない第１～３水準の記載を追加・削除するなど変更を加える。【対象事業のツリーへのはめ込み】

 第１～第3水準の整理後、選定した政策分野に関係する重要施策を再度第５水準に並べ直し、その各取組
のアウトプット項目を第４水準に整理。【たたき台の作成】

 たたき台の作成後、第１～３水準（左側）と第４～５水準（右側）の右⇒左への流れ、逆に右⇒左へのつ
ながりを検証する作業を繰り返し、双方を修正。関係者と対話しながら、ツリー上、上位の目的を達成するための
共通要素を検証。【たたき台を用いた熟議の実施】

 熟議プロセスを通じ、特に重要な取組と部局を越えた取組の関係性を整理。その関係性を反映しやすいように、
第3～４水準や、第５水準への掲載事業をさらに修正し、必要に応じ絞り込み。【第一版の完成】



ロジックツリーの作成ステップ（概要）
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• 趣旨の確認【ツリー作成の趣旨、狙いの確認】
チームの編成

• 準備段階【テーマ及び関連する取組の特定】
WB指標分析・重要政策分野の選定、関連事業の特定、資料準備

• ツリーの作成段階【たたき台の作成】
対話を通じたロジックツリーの各水準間の整理

• 熟議段階【たたき台を用いた関係部局間での熟議の実施】
第１～第3水準⇔第４～５水準を行き来する作業を繰り替えしなが

ら、重要政策や施策換装後の関係性を洗い出し。

• 仕上げ段階
市民のフィードバックを受け、次年度の活動に活かす

ステージ０

ステージ１

ステージ２

ステージ３

次の取組
を構想

標準作成期間：3か月～6か月

SetUp
MTG

1st.
MTG

2nd.
MTG

3nd.
MTG



広義のプロジェクト・ステークホルダー

チームの編成と趣旨の共有
① 本作業を始めるに当たっては、プロジェクト・オーナー（首長など）の下、誰か一人、若しくは一つの部

局に閉じて作業を行わせるのではなく、部局を超えたチーム編成を行ってください。
② まず、全体の調整権限を持っている部署や総務課/企画課などの中から旗振り役を特定し、その方を

中心に、各関係部局の専門性を有する職員の協力を得て初期のコアメンバーをチームアップします。
＊チームを組成する際は、各メンバーの役割と権限、コミュニケーション方針等を明確にしておくことも大事

③ 初期は数人規模の体制で検討を開始し、コアメンバーの理解が深まるにつれて、徐々に主要な関係
者へと検討の輪を広げ、部局横断的なプロジェクトチームに育てていくことが有効と考えます。

具体的手順(ステージ０)
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プロジェクト・チーム

初期のコアメンバー

旗振り役
（プロジェクト
マネージャー）

プロジェクト
・オーナー



【Excel, Power Pointなどの場合】
無料でロジックツリーを作れるツール3選。テンプレート呼び
出し1分で作成。 | KodoCode
https://kodocode.net/other-tool-logictree/

【MIROの場合】
ロジックツリー作成ツール【書き方と無料テンプレート付き】-
Miro
https://miro.com/ja/diagramming/tree-diagram/

【無料テンプレート付き】ロジックツリーとは？作り方や参考
例、作成ツールを紹介 (boardmix.com)

ロジックツリーとは？作り方と活用できる具体例やテンプレート
で解説 | Lucidchart

 本ガイド及び「リファレンス・ロジックツリー」を用意し、関係者間で作成の趣旨を共有します。これまでのWB指標分
析などから、対象分野の確認、作業の進め方などについて、コアメンバーの皆さんで議論をしてください。

 作業に際しては、対象となる分野の事業群（自治体事業だけでなく、関係する民間事業や、これから実施しよう
としている事業なども対象に含めて構いません）について、一覧を作成するなどして事実関係を整理し、メンバー
間で共有してください。

 これらの作業が整った後、まずは、プロジェクトの中心になる方々で、たたき台となる整理をしてみるのがお勧めです。
その後、さらに関係する方々にも集まっていただき、ホワイトボードや模造紙、付箋などを使いながら、たたき台につ
いての意見出し（ブレスト）を行っていただければと思います。

 作成作業には、パワーポイントで書いていく場合、エクセルを使う場合などがありますが、使い慣れた方がいらっしゃ
れば、MIROというソフトを使っていただくのも一案です。アクセス先は以下をご覧ください。ビジネスに使うための専
用ツールなどもありますが、活用は自治体ごとの判断にお任せします。

 事業群の整理、ブレストの進め方、その他の悩み事についても、適宜、相談窓口にご相談ください。それぞれの状
況に応じて対応を検討いたします。
相談窓口：https://well-being.digital.go.jp/contact

【市販ツールの例】

補足資料具体的手順(ステージ0：作業補足）
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https://kodocode.net/other-tool-logictree/
https://kodocode.net/other-tool-logictree/
https://kodocode.net/other-tool-logictree/
https://miro.com/ja/diagramming/tree-diagram/
https://miro.com/ja/diagramming/tree-diagram/
https://miro.com/ja/diagramming/tree-diagram/
https://boardmix.com/jp/skills/how-to-create-a-logic-tree/
https://boardmix.com/jp/skills/how-to-create-a-logic-tree/
https://www.lucidchart.com/pages/ja/logic-tree
https://www.lucidchart.com/pages/ja/logic-tree
https://well-being.digital.go.jp/contact


具体的手順(ステージ１)
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準備段階（テーマ及び関連する取組の特定）
①防災、モビリティ、医療・介護など、ロジックツリーを作成する政策分野を1つ選定してください。
②当該テーマに関連して、自治体で施行している事業（予算化しているもの、予算化していないもの）、及び民
間事業者の取組（近々本格的な事業化を検討しているものも含む）の一覧を用意してください。

③用意した事業一覧、リファレンス・ロジックツリーにある第1～３水準の記載をそのままに、ロジックツリー上の第５
水準に仮置きし、そのアウトプットとして第4水準を記載してみてください。その際、各事業の具体度に差が出てく
る場合がありますので、できるだけ具体的な取組内容がわかるような事業名称にそろえるよう留意ください。

④仮置きした第４～５水準を、リファレンスされた第3水準の各項目に紐付けできるかを精査します。なお、この時
点で、第５水準に記載する施策が膨大となる場合は、類型化して第５水準をそららのカテゴリー名を仮置きし
てみるか、施策の優先順位を考慮してより重要な施策のみを掲示するのも一案です。

総合
計画

事業一覧

検討中の事業案
や民間事業者の

取組など

１．＠＠＠
２．＠＠＠
３．＠＠＠
４．＠＠＠
５．＠＠＠ 関連事業一覧

２．＠＠＠
５．＠＠＠

＋
検討中事業

・

テーマ
の選定



ツリーの作成段階
① リファレンス・ロジックツリーから引いてきた第１～３水準と、仮置きした第４～５水準のつながりを検証し

ながら、むしろ、自治体として大事だと思っている第４～５水準に整合しない第１～３水準の記載を修
正し、つながりが確認できるようにしてください。

② その段階で、第４水準を各事業の結果市民や個人に起きる変化（Personal Impact）、第３水準
を街全体で起こる変化（Group Impact）と意識してつながりを整理すると、すっきりします。つながりの
整理が難しい場合は、特定の高齢者や未就学児などのペルソナを仮説として置いてみるのも一案です。

③ また、この時点で、積極的に他部局（防災ならモビリティや都市計画、モビリティなら医療や教育などの需
要部門など）の施策を取り入れ、担当部局だけでは気付かなかったような他部局の取組を積極的に取
り上げることが有効です。こうしたまとめ上がったツリーが、熟議段階に向けた検討の「たたき台」となります。

具体的手順(ステージ２)

15写真：能美市での先行検証・検討の様子



熟議段階*
① 部局を超えた関係者間で集い、できあがった「たたき台」を見ながら、自治体として真に実現したい政策

価値を議論し、重要な政策価値を実現するための取組とを紡ぐ政策ストーリーを練り上げてください。
※大量の資料作成は不要ですが、この段階で各関係部局の人物を招集し、できるだけ多くの方の考えを積極的に
俎上に挙げることが重要です。その際、ブレストやブレストツール慣れしたファシリテーターを導入することも一案です。

② 真に重要な取組や政策価値が見えてきたら、当該取組と関連すると考えられる取組を特定し、ロジック
ツリー全体の対象を更に絞り込みます。絞り込みの観点としては、以下のような観点が考えられます。
1. 対象分野に係る最重要事業を第５水準の核として、関連する事業を整理したツリー
2. 対象分野を中心に、同一のデジタル基盤が活用できる事業群を整理したツリー
3. 対象分野において市政として最も力を入れている事業を選定し、関連する事業を整理したツリー
※第１水準の命題についても、防災、医療といった分野名称にこだわらず、必要に応じて絞り込んだ
項目に対して変更しても構いません。
※その際、市民の多くが街全体として、若しくは、自治体職員が日々の政策議論の中で、当たり前の
ように大事だと思っている課題に、立ち返ってみることも有効です。

③ 上記①～②の作業、すなわち、第１～３水準の記載項目と、第４～５水準の記載項目の間を反復
しつつ、真に重要な取組と政策ストーリーを明瞭にしていく作業を、熟議を通じて繰り返します。この作業
の結果、一つのツリーが見えてきたら、これがロジックツリー「第一版」となります。

具体的手順(ステージ３)

16*熟議：当事者による「熟慮」と「討議」を重ねながら政策を形成していくこと



具体的手順(次の取組を構想)
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仕上げ段階
① できあがったツリーの各水準に記述された各項目に対し、適するKPIを設定する作業を行います。

 第５水準で記載した取組のアウトプットととして、第４水準に必要なKPIを紐付けてください（第５
水準自体にはKPIの設定はしなくても構いません）。第５水準にある複数の事業が、第４水準に
設定した項目のKPIの達成に貢献している関係性が見えると、効果的です。

 第４水準のKPIの定義の際には、市民一人一人の目線でどういう変化が生活に発生しているか、
意識して整理してみてください。Well-Being指標の客観指標の中に、多くのヒントがあると思います。

 第３水準のアウトカムについては、街に対する市民の満足度を表すようなKPIが適切な場合が多い
です。Well-Being指標の主管し表の中にも、多くのヒントがあると思います。また、これまで調べたこ
とのない満足度を調査する場合は、デジタル庁のWell-Being指標のアンケート調査機能について
いる独自設問設定機能を是非ご活用してください。

② この時点で、ロジックツリーづくりの作業を通じて、どのような発見があったか、作業に携わった関係者間で
レビューをしていただき、実感を言語化していただくと、そこからこの取組を次にどう生かしていくかのヒントが
得られます。是非、レビューセッションを実施してください。

③ できあがったロジックツリー（行政側が仮作成したツリー案）は、首長と協議して了承を求めるとともに、こ
れを生かして次にどのような取組をスタートさせるか、議論してみてください。成果物を、公表した方が有意
義か、内部的に活用することとした方が有意義かは、仕上がりの段階で判断できると思います。



具体的手順(次のステップへ)
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次のステップへ

ロジックツリー第一版づくりを通じて得た経験値を次に生かすために、次のような作業のいずれか、若しくは複
数に進んでいくことを推奨します。

■ 関係者を拡大したツリー第二版の作成（他部局、市民当への発信と拡大）
今回は限られた関係者で作成されていると思いますので、是非、自治体内、若しくは関係する民間事業
者、市民、学識経験者などに対象範囲を広げて、ツリーの練り直し作業を行う、若しくはツリーを活用し
たワークショップなどを開催してください。

■ KPIを付与し、政策効果を検証しながらツリーを掘り下げる方向で第二版を作成
初回の作業では、KPIを付与し、インパクトの相乗効果の有無を検証するところまでは作業が届かないこ
とが想定されるため、改めて、ツリーにKPIを付与し、その効果を実際に計測してみる作業に進んでみてく
ださい。

■ 政策研修の強化
ロジックツリーの作成作業自体を材料とした、政策研修の方向に進むのも一案です。SCI-Jが実施して
いるOASIS研修などを活用し、Well-Being指標から発した政策企画立案研修を行うことで、職員全
体の資質の向上に役立てることも出来ます。
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補足説明
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Wellbeing

業務の整理
（ツリー）

＋
会社のMission 
Vision Value

Key

Project
データ技術

顧客の

行動変容

個人への
インパクト

グループへの
インパクト

売り上げ

利益率

予算配分

従来の価値軸

新しい価値軸

への統合

今起こっている課題感 図-02今起きていること
（個人のインパクトまでは計測しても、マクロのインパクト（＝Well-Being）の計測に戻るパスがない）

Vision!!
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